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要     旨 

 [ 緒 言 ]                             

 高度肥満症に対する外科的治療は世界中で広く行われており、わが国にお

いても 2014 年 261 例に行われた。その手術の中心は腹腔鏡下スリーブ状胃切

除術(laparoscopic sleeve gastrectomy: SG)である。Roux-Y 胃バイパス術の

視床下部に与える影響の報告はあるが、SG や胃バンディング術 (gastric 

banding: GB) が視床下部に与える影響はいまだ明らかにされていない。ラッ

ト肥満モデルに SG や GB を施行し、視床下部における摂食中枢に関わる因子

の発現の変化について検討した。                       

 [ 研究対象および方法 ]                       

 Sprague-Dawley ラットに 60％高脂肪食を 6週間与えラット肥満モデルを作 
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成し、Sham operation (SO) 群、Pair-fed 群（PF）群、SG 群、GB 群の 4群に

分けた（各群 n=15）。術後の体重変化および食事摂取量を測定し、術後 6 週

間での血中の Metabolic parameter(血中グルコース、総コレステロール、遊

離脂肪酸、インスリン)やグレリン、peptide-YY (PYY)、glucagon-like 

peptide-1 (GLP-1)を測定した。また、視床下部の摂食中枢に関わり、食欲促

進効果を持つ神経内分泌ペプチドである Neuropeptide Y(NPY)と、食欲抑制効

果を持つ Pro-opiomelanocortin (POMC)の視床下部におけるそれぞれの mRNA

の発現を RT-PCR で測定した。                        

[ 結 果 ]                                    

 SG 群、GB 群、PF 群のいずれも SO 群と比較して有意な体重減少効果や摂食

量の低下を認めた。 Metabolic parameter に関しても SO 群と比較して有意な

改善を認めた。また、SG群で他の 3群と比べ血中グレリンの有意な低下と PYY、

GLP-1 の有意な上昇を認めた。視床下部における神経内分泌ペプチド mRNA の

発現に関しては、SG 群は PF 群や GB 群に比べ有意な NPY mRNA 発現の低下と、

POMC mRNA 発現の上昇を認めた。                      

[ 考 察 ]                                    

 SG 群、GB 群、PF 群のそれぞれで SO 群と比較して有意な体重減少効果や摂

食量の低下、Metabolic parameter の有意な改善を認めた。今回の結果で、SG

によるグレリンの低下は胃を切除することにより胃から分泌されるグレリン

が低下し、PYY と GLP-1 の上昇は以前われわれが明らかにした、SG により食

物の小腸を通過する時間が短縮することによることが考えられた。また、こ

れらの消化管ホルモンの変化が視床下部におけるNPY mRNA発現の低下とPOMC 

mRNA 発現の亢進に影響を及ぼすと考えられた。                 

[ 結 語 ]                                   

 SG は血中グレリン、PYYや GLP-1 などの消化管ホルモンに変化をもたらし、

視床下部の摂食中枢に影響を与える可能性が示された。             


